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ジョン ･クーパー ･ボウイスの詩
- コメントと試訳-
佐 野 博 美
英国の作家ジョン･クーパー･ボウイス(1872-1963)には出版された数冊の詩集がある.











































































































































































































































































































































































































































































う た ぴ と
けれども真の詩人とは､｢自然｣に生きる吟遊詩人｡
自然の女神の美しいうなじに
夢想の花輪を巻きつけ､彼女の物言わぬ心の起伏を
おぼろな歌の幾節を､地上のかわいいものたちの
疑いを知らぬ開花を､久しく心にいとおしみつつ
海原に交わる月の光のごとく詩人の調べは
彼女の生みの苦しみをついには栄えあるものに変え
彼女の耳に聞く者の心の物語を語 り聞かせる｡
また真のうたびとは､人に超然とするを好まず
くらL
ありふれた生活を拒まず
日々の平凡な労苦や涙を厭わず
しかもなお､過ぎ去りし時に深 く埋もれた年月から
ヴェールの彼方の未来の星の語りかけから
詩人の胸の奥深く､秘められたひそかな想いや対話から
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60 研究紀要(第7号)
AndunseenHeaven'stranscendantetherclear,
Spreadsaroundallagoldenatmosphere,
Fragrantandspannedwithrainbows.Norshallhe
WhocleavestoNature inmisery;
ForhertruesontheMotherne'erforsakes,
Butgentlyonherkneeshisspirittakes,
Smootheshiswornbrow,andsmilesawayhiswoe,
Leadshim whereBeauty'sFountdothceaseless月ow;
Forhim sheputsawayhermaskofage,
Thedustandstainsofherlongpilgrimage,
AndtothesoulthatlovedandsoughtherTruth
Unveilsacountenanceofdeathlessyouth.
佐野 :ジョン･クーパー･ボウイスの詩
そしてまた天の高みの見えざる霊気から
流れ出る､幾多の虹で繋がれたかおり高い黄金の大気は
万有の上で輝 く｡｢自然｣に生きるうたびとは
みじめに嘆くこともない｡
実の息子を母は見捨てず
その膝にやさしくうたびとの魂を抱き寄せ
疲れた額をなでつけ､微笑で悩みを消し去 り
美の泉のくったくもなく湧き出る場所-と彼を誘 う｡
うたびとのため自然は老いたる仮面をはずし
長旅の塵やしみをぬぐい落し
万有の真理をいとしみ､追い求めて来た者の魂に
おもわ
永遠の若い面 をあらわす｡
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